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こ
の
写
真
は
、
昨
年
の
３
月
下
旬
、「
花は
な
ぐ
も曇
り
」（
桜
が
咲
く
頃
の
曇

り
空
。
雲
が
低
く
垂
れ
込
め
る
ほ
ど
で
は
な
く
、
比
較
的
明
る
い
曇
り

空
を
指
し
ま
す
。）
と
い
う
風
情
の
あ
る
美
し
い
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
な
空

模
様
の
時
期
に
、
ず
っ
と
外
を
歩
き
た
が
っ
て
い
た
大
家
の
お
ば
あ
さ

ん
と
御
主
人
と
で
訪
れ
た
、
白し

ら
た
に谷
線
に
て
撮
影
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

ム
ラ
さ
ん
に
よ
る
と
、
屋
久
島
で
は
こ
の
よ
う
に
、
春
に
な
る
と
桜

の
木
に
よ
じ
登
る
サ
ル
が
よ
く
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。
撮
影
者
の

ム
ラ
さ
ん
は
、
サ
ル
が
食
べ
て
い
る
桜
は
春
の
味
が
す
る
の
だ
ろ
う
か

と
想
像
し
、「
春
を
ほ
お
ば
る
」
と
の
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
と
の
こ
と
で

す
。

実行委員長賞
（審査員特別賞）

●鹿児島県熊毛郡屋久島町
アクセス：

【飛行機】	 鹿児島空港から屋久島空港まで 35 分（日本エアコミューターのみ）
【高速船】	 鹿児島本港南埠頭から屋久島（宮之浦）まで 110 分（直行便の場合）
【フェリー】	鹿児島本港南埠頭から屋久島（宮之浦）まで４時間（屋久島２）
	 鹿児島谷山港から種子島経由で屋久島（宮之浦）まで 13 時間（１泊）（はいびすかす）
	 ※各港へは市内からシャトルバス、接続バスがあります。詳細：
荒川地区　http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/katuyo/reku/rekumori/yakushima_arakawa.html
白谷地区　http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/kokumin_mori/katuyo/reku/rekumori/yakushima_shiratani.html

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
　
入
賞
作
品
紹
介

作品名：春をほおばる
撮影者（ペンネーム）：ムラ

撮影地：	鹿児島県熊毛郡屋久島町

林野庁ホームページに
「明治150年 森林政策の歩み」を開設

　平成30年（2018年）は、明治元年（1868年）
から起算して満150年の年に当たります。
　林野庁では、4月よりホームページに｢明治
150年 森林政策の歩み｣を開設しています。
詳しくは以下のホームページをご覧下さい。
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kouhou/
archives/top.html



3 2018.6 No.135   林野

平成二十九年度
森林・林業白書が公表
～新たな森林管理システムの構築を特集～



森
林
環
境
税（
仮
称
）の
創
設
、
日
Ｅ
Ｕ・Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交
渉
結
果
等
、

「
地
域
内
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
向
け
て
、

「
日
本
美う

つ
く

し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」の
選
定
、

明
治
１
５
０
年
～
森
林・林
業
の
軌
跡
～

30
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
」
に
お
い
て
、
市

町
村
が
実
施
す
る
森
林
整
備
等
に
必
要
な
財

源
に
充
て
る
た
め
、
平
成
31
年
度
の
税
制
改

正
に
お
い
て
森
林
環
境
税（
仮
称
）及
び
森
林

環
境
譲
与
税（
仮
称
）を
創
設
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
29
年
12
月
に
交
渉
妥
結
に
至
っ

た
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交
渉
結
果
と
と
も
に
、

平
成
29
年
11
月
に
改
訂
し
た
「
総
合
的
な
Ｔ

Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」
に
基
づ
き
、
木
材

加
工
施
設
の
生
産
性
向
上
、
競
争
力
の
あ
る

品
目
へ
の
転
換
、
効
率
的
な
林
業
経
営
が
実

現
で
き
る
と
見
込
ま
れ
る
地
域
に
お
け
る
原

木
供
給
の
低
コ
ス
ト
化
等
を
推
進
す
る
こ
と

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。『「
地
域
内
エ
コ

シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
向
け
て
』、で
は
、
農

林
水
産
省
と
経
済
産
業
省
に
お
い
て
検
討
を

実
施
し
た
、
森
林
資
源
を
マ
テ
リ
ア
ル
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地
域
内
で
持
続
的
に
活
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
担
い
手
確
保
か

ら
発
電
・
熱
利
用
に
至
る
ま
で
の
「
地
域
内

エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
ま
す
。『「
日
本
美う

つ
くし
の
森 

お
薦
め
国
有

注	１	：	大正 10（1921）年までと昭和７（1932）年からでは出典が違うため、連続したデータとはなっていない。
	 ２	：	大正 10（1921）年までは、薪炭材の材積は「１棚＝ 100 立方尺＝ 2.7826m3」、用材の材積は「１石＝ 0.27826m3」

（明治 44 年のデータはそれぞれ、「１棚＝ 108 立方尺」「１尺〆＝ 0.33392m3」）で換算。
	 ３	：	造林は人工造林の数値。
	 資料	：	林野庁「林業統計要覧」、農商務省「農商務統計表」

林
」の
選
定
』で
は
、観
光
資
源
と

し
て
潜
在
的
魅
力
が
認
識
さ
れ
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
を
「
日

本
美う
つ
く
し
の
森 

お
薦
め
国
有
林
」

と
し
て
、
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま

え
て
全
国
で
93
箇
所
選
定
し
た
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

平
成
30
年
は
、
明
治
元
年
か
ら
起

算
し
て
満
１
５
０
年
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
明
治
１
５
０
年
～
森
林
・

林
業
の
軌
跡
～
」
で
は
、
明
治
９

年
か
ら
林
野
の
官
民
有
区
分
、
明

治
30
年
の
森
林
法
制
定
、
明
治
32

年
の
国
有
林
野
法
制
定
と
い
っ
た

過
程
を
経
て
、
近
代
的
な
森
林
・

林
業
行
政
を
推
進
す
る
た
め
の
体

制
が
確
立
し
て
き
た
状
況
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
明
治
期
に
は
、

鉄
道
用
の
枕
木
、
マ
ッ
チ
の
軸
木

等
が
主
要
な
輸
出
品
目
で
あ
っ
た

ほ
か
、
ク
ス
ノ
キ
か
ら
抽
出
さ
れ

る
樟
し
ょ
う
の
う脳
が
重
要
な
工
業
製
品
で
あ

る
セ
ル
ロ
イ
ド
の
原
料
と
な
る
な

　

６
月
１
日
に
、「
平
成
29
年
度
森
林
・
林

業
白
書
」（
平
成
29
年
度
森
林
及
び
林
業
の

動
向
・
平
成
30
年
度
森
林
及
び
林
業
施
策
）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
度
の
森
林
・
林
業
白
書
で
は
、
国
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
深
ま
る
よ
う
、
図
表
、

事
例
写
真
等
を
活
用
し
つ
つ
、
森
林
・
林
業

の
動
向
の
体
系
的
な
分
析
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
冒
頭
に
「
ト

ピ
ッ
ク
ス
」
を
設
け
て
各
年
度
の
特
徴
的
で

印
象
的
な
動
き
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
第

Ⅰ
章
を
特
集
章
と
し
て
、
特
定
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」で
は
、ま
ず
「
森

林
環
境
税（
仮
称
）の
創
設
」と
し
て
、「
平
成
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日
本
美
し
の
森
　
お
薦
め
国
有
林

千
本
山
風
景
林（
高
知
県
）

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
の
木
材
伐
採
量
の
推
移
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ど
、
木
材
や
木
材
由
来
の
製
品
が
外
貨
獲
得

や
我
が
国
の
工
業
生
産
に
貢
献
し
て
き
た
こ

と
、
戦
後
か
ら
著
し
く
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た

森
林
の
復
旧
に
取
り
組
み
、
先
人
の
多
大
な

努
力
に
よ
り
多
く
の
人
工
林
を
造
成
し
て
き

た
状
況
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
特
集
章
で
は
、
テ
ー
マ
を
「
新

た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
に
設
定

し
ま
し
た
。
我
が
国
の
人
工
林
資
源
は
、
そ

の
半
数
以
上
が
主
伐
期
を
迎
え
る
な
ど
本
格

的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
一
方
、
森
林
所

有
者
の
多
く
は
小
規
模
零
細
で
経
営
規
模
を

拡
大
す
る
意
欲
等
は
低
く
、
積
極
的
経
営
を

期
待
で
き
な
い
中
で
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る

林
業
経
営
者
に
森
林
の
経
営
管
理
を
集
積
・

集
約
化
す
る
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
の
構
築

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
度
の
特
集
章
で
は
、
森

林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
発
揮
と
林
業
の

成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
で

あ
り
、
先
般
成
立
し
た
「
森
林
経
営
管
理
法
」

等
に
よ
り
実
現
す
る
、
森
林
の
経
営
管
理
の

集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
た
め
の
「
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
の
方
向
性
と
、

併
せ
て
必
要
と
な
る
川
上
と
川
下
の
連
携
に

つ
い
て
記
述
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

前
提
と
な
る
、
我
が
国
の
森
林
管
理
を
め
ぐ

る
課
題
に
つ
い
て
、
欧
州
の
林
業
国
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
比
較
を
通
じ
て
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ま

れ
て
き
た
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
取

組
の
成
果
と
現
状
に
つ
い
て
記
述
し
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
章
以
降
は
、「
森
林
の
整
備
・
保
全
」、

「
林
業
と
山
村
（
中
山
間
地
域
）」、「
木
材
産

業
と
木
材
利
用
」、「
国
有
林
野
の
管
理
経

営
」、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
」
の
順

番
で
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
動
向
や
課
題

の
分
析
等
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
「
森
林
の
整
備
・
保
全
」の
章
で
は
、
森
林

整
備
や
森
林
保
全
の
動
向
、
国
際
的
な
取
組

の
推
進
等
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、「
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
」に
よ
る
流
木
災
害
の
発
生
を
受
け
、林
野

庁
内
に「
流
木
災
害
等
に
対
す
る
治
山
対
策

検
討
チ
ー
ム
」を
設
置
し
、
今
後
の
事
前
防

災
・
減
災
に
向
け
た
効
果
的
な
治
山
対
策
に

つ
い
て
検
討
し
、「
中
間
取
り
ま
と
め
」と
し

て
公
表
し
た
こ
と
、
平
成
29
年
６
月
、
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に「
祖そ

ぼ母
・
傾
か
た
む
き・
大お
お
く
え崩
」及
び

「
み
な
か
み
」の
登
録
が
決
定
し
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
林
業
と
山
村
（
中
山
間
地
域
）」
の
章
で

は
、
林
業
や
特
用
林
産
物
、
山
村
（
中
山
間

地
域
）
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
木
材
生
産
の
産
出
額
は

近
年
は
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
や
、

林
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
取
組
と
し
て

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
活
用
が
進
展

5 2018.6 No.135   林野

丸太価格におけるコスト比較
「日本では森林所有者に支払われる立木価格が低く
なっている。」

林業従事者数の推移

森林組合が中心となって農泊を推進
「岐阜県中津川市加子母の加子母森林組合では、関係者の協力を得て、体験プ
ログラムの開発や宿泊施設の整備等「農泊」の推進の取組を実施」

航空レーザ計測データを活用した施業集約化と林業経営の効率化の取組

保
護
林
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

に
登
録

「
大
分
県
と
宮
崎
県
の
県
境
地
域

の
「
祖
母
山・
傾
山・
大
崩
山
周
辺

生
態
系
保
護
地
域
」と
、群
馬
県
と

新
潟
県
の
県
境
地
域
の
「
利
根
川

源
流
部
・
燧
ヶ
岳
周
辺
森
林
生
態

系
保
護
地
域
」、「
緑
の
回
廊
三
国

線
」
を
含
む
地
域
が
「
祖
母・
傾・

大
崩
」及
び「
み
な
か
み
」
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
登
録
。」

	 注	：	「ドイツトウヒ」は本文中の「ヨーロッパトウヒ」
のことを示す。

	資料	：	久保山裕史（2013）森林科学 ,No.68:9-12 に基づ
き試算。

	注１	：	高齢化率とは、65 歳以上の従事者の割合。
	 ２	：	若年者率とは、35 歳未満の従事者の割合。
	資料	：	総務省「国勢調査」



し
て
い
る
こ
と
、
林
業
従
事
者
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
若
年
者
率
は
全
産
業
の

若
年
者
率
が
低
下
す
る
中
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
森
林
空
間
を
観
光
資
源
と
し
て

活
用
す
る
「
農
泊
」
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　
「
木
材
産
業
と
木
材
利
用
」
の
章
で
は
、

木
材
需
給
や
木
材
産
業
、
木
材
利
用
の
動
向

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

木
材
自
給
率
が
６
年
連
続
で
上
昇
し
、
お
よ

そ
30
年
ぶ
り
の
水
準
と
な
る
34
・
８
％
と

な
っ
た
こ
と
や
、
木
材
輸
出
を
め
ぐ
る
状
況

と
し
て
、
我
が
国
の
建
築
基
準
法
に
相
当
す

る
中
国
の
「
木
構
造
設
計
規
範
」
の
改
定
が

公
告
さ
れ
、
日
本
の
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ

マ
ツ
の
構
造
材
と
木
造
軸
組
構
法
が
盛
り
込

ま
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
、
平
成
29
年
は
木

材
輸
出
が
大
幅
に
伸
び
て
お
り
、
前
年
比

37
％
増
の
３
２
６
億
円
に
達
し
て
い
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

製
材
、
集
成
材
、
合
板
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
別
の
、
工
場
の
大
規
模
化
の
傾
向
等
の
状

況
や
、
非
住
宅
分
野
に
お
け
る
木
造
化
の
推

進
、
特
に
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
利

用
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

等
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
」
の
章
で
は
、

国
有
林
野
の
役
割
や
国
有
林
野
事
業
の
具
体

的
取
組
に
つ
い
て
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
」
の
章
で
は
、
復
興
に
向
け
た
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
取
組
や
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
白
書
の
本
文
に
つ
い
て
は
、

林
野
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
以
下
の
リ
ン
ク
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

http://www.rinya.m
aff.go.jp/j/

kikaku/hakusyo/29hakusyo/

index.htm
l
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木材供給量と木材自給率の推移

我が国の木材輸出額の推移（国・地域別）

我が国の木材輸出額の推移（品目別）

資料：林野庁「木材需給表」

	 注	：	HS44 類の合計。
資料	：	財務省「貿易統計」

	 注	：	HS44 類の合計。
資料	：	財務省「貿易統計」
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　第28回 森と花の祭典  みどりの感謝祭

感じよう みどりの恵みと 木のぬくもり

TOPICS

01

　毎年４月 15 日から５月 14 日までは、多くの人たちに緑について理解
と関心を高めてもらおうともうけられた「みどりの月間」です。
　森と花の祭典－「みどりの感謝祭」は、みどりの月間の期間中に全国
各地で緑に親しむ各種緑化行事の締めくくりとして開催されています。
　今年は５月 12 日に東京都千代田区イイノホールで式典が開催され、５
月 12 〜 13 日の２日間にわたって東京都日比谷公園を会場に「みどりと
ふれあうフェスティバル」が開催されました。

　今年 28 回目を迎えた「みどりの感謝祭」式典は、秋篠宮同妃両殿下のご臨席を賜り、衆議院議長、参議
院議長など関係者約 500 人の参加のもと開催されました。
　東京消防庁音楽隊の演奏と杉並区立桃井第四小学校合唱団の合唱のプロローグにはじまり、八王子森林パ
トロール隊の代表による開会宣言、野中農林水産大臣政務官の主催者代表挨拶に続いて、祭典の名誉総裁・
秋篠宮殿下からお言葉を賜りました。
　続いてみどりの文化賞の表彰や、緑の少年団・花いっぱい運動の代表に対する苗木と花の特別贈呈、東日
本大震災復興緑化用苗木の贈呈、山火事予防ポスター用原画入賞作品の表彰が行われました。
　式典終盤では平成 31 年全国植樹祭開催地・愛知県宮の森みどりの少年団と尾張旭みどりの少年団の代表
が「私たちは、豊かな自然に感謝する気持ちを忘れずに、心をこめて緑を育て、未来に引き継いでいきます」
と誓いの言葉を述べました。
　式典終了後には、参加者が記念撮影をするなど、会場は穏やかな空気に包まれていました。　

　また、「みどりとふれあうフェスティバル」では、2 日間で約 3 万人が来場し、親子連れなどが、様々な
森の恵みを感じる出展の他、ツリークライミングや森林セラピー、森ヨガ、森のようちえん、木育などの体
験プログラムを楽しんでいました。
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我
が
国
で
は
、
毎
年
約
１
，
７
０
０

カ
所
（
平
成
25
年
～
29
年
の
５
カ
年
の

平
均
）
も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
人

命
や
財
産
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。

  

林
野
庁
で
は
毎
年
、
山
地
災
害
の
起

こ
り
や
す
い
梅
雨
の
時
期
に
、
国
民
の

皆
さ
ま
に
山
地
災
害
防
止
に
対
す
る
理

解
と
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
山
地
災
害
の
多
い
日
本

　

日
本
の
国
土
は
、
険
し
い
山
が
続
く
複
雑

な
地
形
を
し
て
お
り
、
川
幅
は
狭
く
、
急

流
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
大
陸
プ
レ
ー
ト
と
海
洋
プ
レ
ー
ト
の

境
界
に
位
置
し
て
お
り
、
地
震
や
火
山
活

動
も
活
発
で
あ
る
た
め
、
山
崩
れ
や
土
石

流
、
地
す
べ
り
な
ど
、
山
地
災
害
の
危
険

を
常
に
抱
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
の
年
間
降
雨
量
は
約
１
，

７
０
０
ミ
リ
で
、
こ
れ
は
世
界
平
均
の
約
２

倍
と
き
わ
め
て
雨
が
多
く
、
特
に
梅
雨
期

や
台
風
の
際
は
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
起

こ
り
、
各
地
に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
雪
ど
け
期
に
は
、
河

川
の
増
水
や
な
だ
れ
の
危
険
も
高
く
な
り

ま
す
。
加
え
て
近
年
は
、
地
球
温
暖
化
に

よ
る
影
響
等
に
よ
り
局
地
的
な
集
中
豪
雨

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
条
件
に
あ
る
我
が
国
で
は
、

山
崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
山

地
災
害
が
、
あ
る
日
突
然
や
っ
て
き
ま
す
。

自
ら
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
日
頃

か
ら
防
災
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
と

と
も
に
、
災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
林
野
庁
で
は
、
５
月
20
日
（
日
）

〜
６
月
30
日
（
土
）
に
「
山
地
災
害
に
備

え
る
」
を
合
い
言
葉
と
し
た
「
山
地
災
害

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
各
都

道
府
県
・
市
町
村
と
連
携
し
て
、
山
地
災

害
の
未
然
防
止
や
少
し
で
も
被
害
を
軽
減

さ
せ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

 

平
成
30
年
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

～
爪
跡
を
見
て
知
る 

治
山
の
大
切
さ
～

TOPICS

02

平成 29 年７月九州北部豪雨により人家等に被害
（福岡県朝倉市）

職員を派遣し災害箇所を調査
（平成 29 年７月九州北部豪雨：福岡県朝倉市）

みどりの少年団への防災教室
（長野県小諸市）

山地防災ヘルパーによる治山施設点検
（石川県珠洲市）

平成 29 年 10 月台風 21 号により山腹崩壊が発生
（新潟県糸魚川市）

ヘリコプターによる被害状況調査
（平成 29 年７月九州北部豪雨）

５
月
20
日
（
日
）
〜
６
月
30
日
（
土
）
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主
な
活
動
内
容

　

ま
ず
、「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
存
在
や
目
的
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
や

す
い
よ
う
、
わ
か
り
や
す
い
標
語
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
標
語
は
「
爪
跡
を
見
て
知
る 

治
山
の
大
切
さ
」
で
す
。
各
都
道
府
県
と

市
町
村
で
は
、
山
地
災
害
の
未
然
防
止
等

を
目
的
と
し
た
広
報
活
動
と
し
て
、
住
民

の
方
々
の
目
に
と
ま
り
や
す
い
公
共
施
設

等
に
お
け
る
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
、
地

域
の
危
険
地
区
の
周
知
や
、
小
学
校
等
で

の
防
災
教
室
の
開
催
、
注
意
を
促
す
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

治
山
事
業
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
事
業
施
行
地
の
見
学
等
を
開
催

し
て
、
防
災
へ
の
意
識
の
普
及
・
向
上
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
安
林
制
度
（
※
）
の
周
知

や
保
安
林
の
巡
視
な
ど
に
よ
り
、
保
安
林

の
機
能
を
発
揮
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
管
理

を
推
進
し
ま
す
。

 

ま
ず
は
山
地
災
害
危
険
地
区
等
を

知
る
こ
と
が
大
事

　

山
地
災
害
に
よ
る
被
害
発
生
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃

か
ら
身
近
に
あ
る
山
崩
れ
や
土
石
流
、
地

す
べ
り
な
ど
の
起
き
や
す
い
危
険
な
場
所

や
、
台
風
や
大
雨
の
際
の
避
難
場
所
を
知
っ

て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

各
都
道
府
県
等
で
は
、
山
地
災
害
発
生
の

お
そ
れ
が
あ
る
場
所
を
「
山
地
災
害
危
険

地
区
」
と
し
て
把
握
す
る
と
と
も
に
、
日

頃
か
ら
治
山
施
設
の
点
検
等
の
山
地
防
災

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
情

報
を
避
難
場
所
な
ど
の
防
災
情
報
と
と
も

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
マ
ッ
プ
に
掲
載

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
防
災
活
動
や
避

難
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、

こ
う
し
た
情
報
を
よ
り
多
く
の
方
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
警
戒
避
難
体

制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

 

※	

保
安
林
と
は
、
水
源
の
涵
養
、
土
砂
の
崩
壊
そ
の
他
災
害

の
防
備
、
生
活
環
境
の
保
全
・
形
成
等
、
特
定
の
公
益
目

的
を
達
成
す
る
た
め
、
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知

事
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
る
森
林
で
す
。
保
安
林
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た
森
林
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、

立
木
の
伐
採
や
土
地
の
形
質
の
変
更
等
が
規
制
さ
れ
ま
す
。

広報活動に使われるパンフレット
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鹿児島大学農学部　奥
おくやま

山 洋
よういちろう

一郎

四
国
森
林
管
理
局
保
存
の

大
正
〜
昭
和
初
期
の
林
業
関
係
写
真

　

四
国
森
林
管
理
局
は
、旧
高
知
大
林
区
署
・
高
知
営
林
局
時

代
か
ら
四
国
４
県
を
管
轄
区
域
と
し
て
お
り
、業
務
に
必
要
な

記
録
と
し
て
写
真
資
料
が
保
存
さ
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
中
で
、

10
編（
15
分
冊
）の
写
真
帳
に
ま
と
め
ら
れ
た
写
真
４
２
２
枚

（
重
複
除
）が
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
１
）。こ

れ
ら
の
写
真
帳
は
局
長
室
に
長
年
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
。四
国
森
林
管
理
局
の
江
坂
文
寿
業
務
管
理
官
に
よ
る
と

「
国
有
林
は
業
務
記
録
と
し
て
写
真
を
膨
大
に
撮
影
し
て
い
ま

す
が
、ま
と
ま
っ
た
冊
数
の
写
真
帳
に
整
理
・
保
存
さ
れ
、閲
覧

に
供
さ
れ
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
例
は
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
点
が
林
業
遺
産
と
し
て
評
価
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
」と
の

こ
と
で
、大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
の
林
業
や
植
生
、山
村
の
暮

ら
し
を
物
語
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。写
真
帳
は
、

昭
和
天
皇
が
皇
太
子
時
代
に
ご
視
察
さ
れ
た
際
に
作
成
し
た

「
行
啓
記
念
写
真
帳
」、内
部
用
に
ま
と
め
ら
れ
た「
事
業
参
考

写
真
帳
」「
写
真
帳
（
土
木
）」「
写
真
帳
（
造
林
）」等
に
分
類
さ

れ
て
お
り
、当
時
の
施
業
技
術
が
わ
か
る
写
真
も
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。例
え
ば
、造
林
編
に
収
め
ら
れ
て
い
る
写
真
で
は
、

造
林
後
の
植
生
回
復
経
過
の
記
録（
写
真
２
）が
あ
り
、大
規
模

で
長
時
間
な
林
相
の
変
化
を
記
録
で
き
た
の
は
国
有
林
事
業

の
成
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。搬
出
技
術
に
つ
い
て
も
、森
林

写真 7　森林軌道の橋脚跡

平
成
30
年
は
、明
治
元
年
か
ら
起
算
し
て
満
１
５
０
年
に

当
た
り
ま
す
。明
治
以
降
、近
代
国
民
国
家
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
日
本
は
、多
岐
に
わ
た
る
近
代
化
へ
の
取

組
を
行
い
、国
の
基
本
的
な
形
を
築
き
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

本
特
集
で
は
、林
業
遺
産
の
事
例
を
取
り
上

げ
な
が
ら
、明
治
以
降
の
林
業
、森
林
文
化

を
再
認
識
し
、将
来
に
つ
な
げ
る
契
機
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第 回

日本森林学会による
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軌
道
を
走
る
機
関
車（
写
真
３
）、珍
し
い
記
録
と
し
て
は
犬
が

引
く
貨
車（
写
真
４
）の
写
真
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。江
坂
業
務

管
理
官
は「
こ
れ
ら
国
有
林
の
資
料
は
ぜ
ひ
と
も
学
術
研
究
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、ま
た
国
民
の
林
業
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
た
め
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。要
望
が
あ
れ
ば
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
写
真
展
示
に
も
協
力
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」と
語
り
、例
え
ば
、２
０
１
７
年
に
高
知
県
田
野
町

で
開
催
さ
れ
た「
日
本
遺
産
認
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」で
は
、

森
林
鉄
道
の
記
録
写
真
を
展
示
・
公
開
し
て
多
く
の
市
民
の
関

心
を
呼
ん
で
い
ま
す（
写
真
５
）。国
有
林
は
国
民
の
森
林
、共

通
の
財
産
で
す
が
、そ
の
価
値
は
木
材
だ
け
で
は
無
く
、技
術

の
形
成
を
物
語
る
歴
史
資
料
も
貴
重
な
も
の
に
な
り
ま
す
。こ

れ
ら
写
真
の
一
部
は
四
国
森
林
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
の
町
の
森
林
軌
道
跡

　

高
知
県
い
の
町
は
森
林
率
が
90
％
を
超
え
る
林
業
の
盛
ん

な
地
域
で
、
特
に
旧
吾
北
村
・
旧
本
川
村
は
国
有
林
と
歩
ん
だ

歴
史
が
あ
り
、
木
材
を
搬
出
す
る
森
林
軌
道
が
存
在
し
て
い

ま
し
た
。
い
の
町
内
の
森
林
軌
道
は
１
９
２
３
年
頃
か
ら
敷

設
さ
れ
て
、
１
９
６
４
年
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
自
動
車
道
路
が
整
備
さ
れ
て
ト
ラ
ッ
ク
運
送
に
切
り

替
わ
る
中
で
、
搬
出
用
と
し
て
の
役
割
を
終
え
て
、
現
在
は

部
分
的
に
作
業
道
と
し
て
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す（
写
真

６
）。本
遺
産
の
特
徴
は
、
軌
道
が
廃
止
に
な
っ
て
40
年
近
く

経
っ
て
か
ら
、
地
域
の
有
志
に
よ
る
活
動
で
価
値
が
再
発
見

さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
中
に
は
森
林
軌
道

が
運
行
さ
れ
て
い
た
時
代
を
記
憶
し
て
い
る
方
も
い
ま
し
た

が
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
接
点
を
持
つ
こ
と
が
無
く
時
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。
本
町
の
軌
道
跡
に
再
び
光
が
当
た
っ
た

の
は
、
２
０
０
３
年
の
こ
と
で
す
。
旧
吾
北
村
で
地
元
有
志

に
よ
る「
森
林
軌
道
を
歩
こ
う
」実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
て
、

軌
道
跡
の
踏
査
や
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
し
ば

ら
く
活
動
が
中
断
し
ま
す
が
、
２
０
１
２
年
に
町
内
有
志
に

よ
り「
い
の
町
森
林
軌
道
探
検
隊
」が
結
成
さ
れ
ま
す
。
こ
の

時
、
中
心
と
な
っ
た
の
が
町
外
か
ら
の
移
住
者
で
、
埋
も
れ

か
け
て
い
た
地
域
に
残
る
遺
構
の
価
値
が
新
た
な
視
点
か
ら

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
後
、
町
民
対
象
の
ピ
ク
ニ
ッ

ク
会
や
旅
行
会
社
主
催
の
ツ
ア
ー
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

森
林
軌
道
は
い
の
町
内
を
南
北
に
縦
断
す
る
よ
う
に
敷
設

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
レ
ー
ル
の
多
く
は
既
に
撤
去
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
、
橋
脚
（
写
真
７
）
や
ト
ン
ネ
ル
（
写
真
８
）

等
の
構
造
物
が
各
所
に
残
り
、
往
時
の
木
材
生
産
・
搬
出
の

栄
華
を
現
在
に
伝
え
て
い
ま
す
。
軌
道
跡
自
体
は
傾
斜
が
緩

や
か
で
歩
行
は
容
易
な
の
で
す
が
、
一
部
で
崩
落
や
沢
の
増

水
等
の
危
険
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
い
の
町
森
林
政
策
課
の
野

村
考
宏
課
長
は
「
町
と
し
て
も
今
年
度
か
ら
予
算
を
確
保
し

て
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
路
線
は
長
大
で

限
界
が
あ
り
ま
す
。
ガ
イ
ド
の
同
伴
に
よ
る
ツ
ア
ー
も
展
開

し
た
い
が
、
地
元
有
志
の
負
担
も
大
き
い
の
で
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
町
教
育
委
員
会
主
催
の
歩
行
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
等
、
町
民
の
関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。
安
全

を
確
保
し
な
が
ら
、
学
校
行
事
の
中
で
町
の
歴
史
を
学
ぶ
場

と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
、
今
後

の
保
護
・
活
用
方
策
を
述
べ
て
い
ま
す
。
人
が
紡
い
だ
歴
史

資
産
を
人
が
再
発
見
す
る
、
林
業
遺
産
は
こ
の
よ
う
な
記
憶

の
バ
ト
ン
リ
レ
ー
で
も
あ
り
、
い
の
町
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

今
後
の
取
り
組
み
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

写真１　林業遺産選定の写真帳

写真２　造林地の推移（四国森林管理局提供）

写真３　森林軌道の機関車（四国森林管理局提供）

写真４　森林軌道での犬曳き（四国森林管理局提供）

写真５　国民への公開（高知県田野町役場提供）

写真 6　旧森林軌道敷

写真 8　森林軌道のトンネル跡
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人

材育成の現場か

ら

新潟県立加茂農林高等学校 環境緑地科 緑地工学コース
定員 20 名

　本校は明治 36 年５月に新潟県立農林学校として開校し、今年で創立 114 年を迎えた県下でも屈

指の伝統校です。４学科９コースからなり、その中に環境緑地科緑地工学コースがあります。緑地

工学コースは自然環境に配慮した持続可能な社会づくりを目指して、森林管理や資源の利用、生活

空間の緑化などについて学習しています。

　演習林では下刈りや間伐、簡易作業路づくりなどを学ぶとともに、管理実習で得た木材を活用し

た木工品の製作やキノコ栽培を行います。また、加工途中で出た廃材や森林荒廃の原因となる竹な

どを自作の黒炭窯で炭化し利用する研究をしています。

　平成 29 年度より文部科学省のスーパー・プロフェッショナル・ハイスクール（SPH）事業の指

定を受け、関係機関から講師を招いた授業や、ドローンの導入による ICT 技術の学習など、森林・

林業を幅広く学べる環境を整備し、自ら未来を切り拓く人づくりに取り組んでいます。

生徒の声 　環境緑地科緑地工学コース３年

　私たちは２年生から緑地工学コースに分かれ、測量や森林科学、造園、林産物などを勉強してい

ます。昨年、地域連携の一環で近隣の中学校に出前授業に行きました。木のぬくもりや木工の楽し

さを伝えるため、箸づくりを体験してもらいました。準備は大変でしたが、中学生の反応は想像し

ていたよりもよくて驚きました。林業はやりがいのある仕事です。これからもその魅力や大切さに

ついてたくさんの人たちに伝えていきたいです。

SPH 事業によるドローン操作演習黒炭窯利用の研究 地域連携“My 箸づくり”体験

簡易作業路づくり 原木栽培によるシイタケの収穫緑地工学コースの生徒
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人

材育成の現場か

ら

徳島県立那賀高等学校　森林クリエイト科　
定員 20 名

　徳島県立那賀高等学校森林クリエイト科は、持続可能な循環型社会の形成に向けた、人と森林の
新たな関わり方を創造し、地方創生を担う人材の育成を目標とし、森林を創造的に学ぶ県内唯一の
単独学科として、平成 28 年４月に新設されました。学校敷地内には、学生寮が設置されており、県
外出身の生徒も少なくありません。
  大学進学や公務員を含む就職など多様な進路に対応したカリキュラムが設定され、林業実習フィー
ルド「フォレストキャンパス那賀（県有林）」での植林、伐倒実習や高性能林業機械運転体験、製材
実習棟での木質商品開発に加え、和紙や炭作りなどの伝統文化も学ぶほか、ドローンの利活用モデ
ルの構築にも取り組んでいます。
　また、林業先進国であるドイツへの生徒派遣などの国際交流も行われています。
　外部講師も充実しており、将来の仲間や後継者を育成したいという思いから、徳島森林管理署職
員や県林務職員をはじめ、地元林業事業体や若手林業グループ「山

や ま む し ゃ

武者」も支援している、地域と
密に連携した学校です。

生徒の声 　森林クリエイト科３年

  私の住む地域と自分の将来を考えて、那賀高校森林クリエイト科へ入学しました。体を動かすこと
が好きなので、校内での木工や和紙づくり、フォレストキャンパス那賀での伐採や植栽など、実習
時間が豊富なことが、このクラスの一番の魅力です。また講師には、国有林の職員による出前授業、「山
武者」の皆さんによる大型機械の運転指導など、地域の最前線の人から専門分野を学べるので、勉
強になります。３年生になった今年は、大学進学や就職など、希望進路に応じた先生方の熱心な指
導を受けられるので、とても恵まれていると思います。

フォレストキャンパス那賀で（２期生） “山武者”が高性能林業機械の指導

徳島森林管理署の出前授業 ドローンの操縦実習 ドイツ・ニーダーザクセン州との交流

伐倒実習
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中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
事
例

TOPICS

03

　

さ
ら
に
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
建
物
全
体
の
構
造
材
と
し
て
使

わ
れ
る
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
工
法
」（
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
水
平
力
及

び
鉛
直
力
を
負
担
す
る
壁
と
し
て
設
け
る
工
法
）
や
、
木

造
の
軸
組
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
Ｒ
Ｃ
造
）、
鉄
骨

造
（
Ｓ
造
）
な
ど
、
他
の
工
法
と
組
み
合
わ
せ
て
、
床
や

壁
な
ど
で
部
分
的
に
利
用
す
る
な
ど
、
幅
広
い
使
い
方
が

で
き
ま
す
。

木
質
耐
火
部
材
の
開
発
と
利
用
事
例

　

中
高
層
の
建
築
物
や
大
規
模
な
建
築
物
を
建
て
る
た
め

に
は
、
火
災
が
発
生
し
て
か
ら
鎮
火
す
る
ま
で
倒
壊
し
な

い
た
め
に
必
要
な
耐
火
性
能
を
有
す
る
柱
や
梁
、
床
な
ど

が
必
要
で
す
。
木
材
を
用
い
た
部
材
で
こ
れ
を
実
現
し
た

も
の
が
木
質
耐
火
部
材
で
あ
り
、
大
き
く
分
け
て
「
被
覆

型
」、「
燃
え
止
ま
り
型
」、「
鉄
骨
内
蔵
型
」
の
３
つ
の
タ

イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
木
質
耐
火
部
材
が
中
層
や

都
市
部
の
耐
火
性
能
が
必
要
な
建
築
物
に
使
用
さ
れ
始
め

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
燃
え
止
ま
り
型
」
の
木
質
耐
火
部
材
を
用

い
て
建
築
し
た
事
例
と
し
て
、「
中
郷
会
新
柏
ク
リ
ニ
ッ

ク
」（
千
葉
県
柏
市
）
が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
に
お
い
て
、

木
材
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
木
造
・
木
質
化
さ
れ
た

医
療
施
設
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
層
建
築
物
で
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
利
用

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
はC

ross Lam
inated Tim

ber

の
略
称
で
、

ひ
き
板
を
繊
維
方
向
が
直
交
す
る
よ
う
に
積
層
接
着
し
た

パ
ネ
ル
で
す
。
欧
米
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
使
っ
た
高
層
の
集

合
住
宅
や
商
業
施
設
な
ど
様
々
な
建
物
が
建
て
ら
れ
て
お

り
、
日
本
に
お
い
て
も
、
今
後
の
活
用
が
期
待
で
き
る
新

た
な
木
質
部
材
で
す
。

　

最
近
、
大
き
な
建
物
や
都
市
部
の
建
築

物
に
積
極
的
に
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
背
景
の
一

つ
に
は
、
木
材
が
天
然
由
来
の
持
続
可
能

な
資
源
で
あ
る
こ
と
や
、鉄
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
比
べ
て
製
品
の
製
造
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
少
な
い
こ
と
、
木
材
自
体
が
炭

素
を
固
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
に

や
さ
し
い
建
築
材
料
と
認
識
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
高
層
や
大
規
模
な
木
造
建
築

を
可
能
と
す
る
技
術
の
進
歩
や
建
築
基
準

法
等
制
度
の
改
正
も
木
材
利
用
の
促
進
を

後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
動
き
の
中
、
経
済
界
か
ら
も
、

国
内
の
充
実
し
た
森
林
資
源
を
活
か
し
て

林
業
を
活
性
化
す
る
観
点
か
ら
、
中
高
層

ビ
ル
に
木
造
建
築
を
普
及
す
る
た
め
の
提

言
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
中
高
層
建
築
物
に

木
材
を
積
極
的
に
使
っ
て
い
こ
う
と
い
う

最
近
の
動
向
や
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

▲中郷会新柏クリニック（千葉県柏市、3 階建て木造、延べ面積 3,132㎡、2016 年 1 月竣工）
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▶商業ビル SU・BA・CO
（京都府向日市、5 階建て
木造（1 階は RC 造、延べ
面 積 1,063 ㎡、2016 年 8
月竣工）

▲国産スギ製の２×４部材

▲賃貸マンション（宮城県仙台市、10 階建て鉄骨造（一部木造）、
延べ面積 3,605㎡、2019 年 2 月竣工予定）

▲国産スギ製の CLT

　

例
え
ば
、
日
本
国
内
の
先
進
事
例
で
あ
る
10
階
建
て
の

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
（
宮
城
県
仙
台
市
）
で
は
、
国
産
ス
ギ

製
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
石
膏
ボ
ー
ド
の
被
覆
を
行
う
こ
と
で
、
高

層
建
築
物
に
求
め
ら
れ
る
耐
火
性
能
を
付
与
し
床
材
と

し
て
利
用
す
る
ほ
か
、
壁
の
一
部
に
も
利
用
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
に
よ
る
中
層
建
築
物

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
に
お
い

て
も
技
術
開
発
が
進
み
、
中
高
層
の
木
造
建
築
物
が
建
て

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
商
業
ビ
ル
「
Ｓ
Ｕ
・
Ｂ
Ａ
・
Ｃ
Ｏ
」（
京
都

府
向
日
市
）
は
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
の
５
階
建
耐
火

建
築
物
（
一
階
は
Ｒ
Ｃ
造
）
で
す
。
地
震
時
の
横
揺
れ
に

有
効
な
新
技
術
と
し
て
高
い
性
能
の
耐
力
壁
を
採
用
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
工
法
は
北
米
で
開
発
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
輸
入

材
が
多
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
27
年
に
は
Ｊ
Ａ

Ｓ
の
基
準
が
改
正
さ
れ
、
ス
ギ
等
の
国
産
材
が
使
い
や
す

く
な
っ
た
こ
と
や
、
国
産
材
の
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
場
が

整
備
さ
れ
は
じ
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
産
材
の
利
用
拡

大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
の
加
速
に
向
け
て

　

中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
は
欧
米
を
中
心
に
取
組
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
国
内
で
も
先
に
紹
介
し
た
建
築
物
の
よ

う
に
、
先
進
的
な
事
例
が
徐
々
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
林
野
庁
で
は
、こ
の
流
れ
を
更
に
加
速
さ
せ
、

中
高
層
木
造
建
築
物
と
い
う
新
た
な
木
材
需
要
を
創
出
す

る
べ
く
、
木
質
耐
火
部
材
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
の
新
た
な
木
材
製

品
の
開
発
・
普
及
や
、
中
高
層
木
造
建
築
の
設
計
者
な
ど

の
技
術
者
の
育
成
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
を
踏
ま
え
た

森
林
環
境
教
育
の
普
及
に
向
け
て

～
森
林
環
境
教
育（
森
林
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）活
動
報
告
・
意
見
交
換
会
～

近
畿
中
国
森
林
管
理
局　

箕
面
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

　

平
成
28
年
５
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
森

林
・
林
業
基
本
計
画
」
で
は
、
我
が
国
に

お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め

の
教
育
）
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
小
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学
習

の
時
間
」
に
お
け
る
探
求
的
な
学
習
へ
の
学

校
林
等
の
身
近
な
森
林
の
活
用
な
ど
、
青
少

年
等
が
森
林
・
林
業
に
つ
い
て
体
験
・
学
習

す
る
機
会
の
提
供
や
、「
木
育
」
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、
国
有
林
に
お
い
て
も

フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

教
育
現
場
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導
要
領

が
改
訂
さ
れ
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

体
験
活
動
に
つ
い
て
も
重
視
し
て
い
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
改
訂
さ

れ
た
幼
稚
園
教
育
要
領
等
で
は
、
幼
児
期
に

お
け
る
森
林
や
自
然
に
関
す
る
体
験
学
習
が

重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
度
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
箕
面
森
林
ふ
れ
あ
い
推

進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
森

林
環
境
教
育（
森
林
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）活
動
報
告
・
意

見
交
換
会
を
実
施
し
て
お
り
、
小
・
中
学
校

の
学
齢
期
の
教
育
機
関
と
森
林
環
境
教
育
の

活
動
団
体
が
連
携
し
て
取
り
組
む
事
例
に
焦

点
を
当
て
て
き
ま
し
た
。
３
回
目
と
な
る
平

成
29
年
度
は
学
齢
前
の
幼
児
教
育
等
ま
で
対

象
を
広
げ
、
幼
児
教
育
等
に
お
け
る
森
林
の

活
用
の
成
果
を
共
有
し
、
活
動
団
体
の
役
割
、

幼
小
連
携
等
に
つ
い
て
、
幅
広
い
関
係
者
が

考
え
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
以
下

に
紹
介
し
ま
す
。
当
日
は
、
教
育
機
関
や
活

動
団
体
な
ど
75
団
体
１
２
５
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

初
め
に
、
有
識
者
に
よ
る
３
つ
の
講
演
が

行
わ
れ
た
後
に
、
活
動
事
例
報
告
と
し
て
、

幼
児
教
育
に
お
け
る
取
組
か
ら
５
事
例
、
小

箕面大滝
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学
校
に
お
け
る
取
組
か
ら
３
事
例
の
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
小
学
校
と
の

連
携
に
よ
っ
て
活
動
団
体
自
体
も
活
性
化
し

た
こ
と
や
、
地
域
で
の
繋
が
り
が
深
ま
り
さ

ら
に
取
組
が
拡
が
っ
て
い
る
こ
と
、
森
の
中

で
子
ど
も
達
が
様
々
な
活
動
を
生
き
生
き
と

体
験
し
、
そ
の
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も
同
士

で
考
え
共
同
し
て
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
た

こ
と
な
ど
、
多
様
な
取
組
と
そ
の
成
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
有
識
者
と
事
例
発
表
者

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

事
例
発
表
者
か
ら
森
で
の
活
動
で
感
じ
る
こ

と
や
連
携
に
よ
る
変
化
・
保
幼
小
の
接
続
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
中
で
感
じ
て
い
る

こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
有
識
者
か
ら
は
、

「
森
林
・
自
然
が
持
っ
て
い
る
教
育
力
を
改

め
て
感
じ
た
」、「
子
ど
も
達
が
正
し
く
育
っ

て
い
く
環
境
が
森
林
に
は
あ
る
が
、
違
う
環

境
で
ど
う
育
て
て
い
く
か
を
実
践
で
き
る
か

が
問
わ
れ
る
。
だ
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｄ
が
あ
る
」、「
活

動
が
Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
か
を

考
え
て
も
ら
え
た
。
幼
児
期
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
、
森
林
体
験
の
意
義
を
考
え

て
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、

・	

ど
の
地
域
も
熱
心
で
大
変
勉
強
に
な
っ
た
、

地
域
で
も
活
動
を
進
め
た
い

・	

連
携
や
接
続
は
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
、
関
わ
り
方
も
考
え
た
い

・	

色
々
な
事
例
か
ら
自
分
の
中
で
イ
メ
ー
ジ

が
膨
ら
ん
だ

　

な
ど
多
く
の
声
が
聴
か
れ
、
盛
会
の
う
ち

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

以
上
、平
成
29
年
度
の
森
林
環
境
教
育
（
森

林
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）
活
動
報
告
・
意
見
交
換
会
の
概

要
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
成
果
を
踏

ま
え
、
平
成
30
年
度
以
降
、
３
年
間
の
成
果

を
事
例
集
と
し
て
取
り
ま
と
め
、
教
育
機
関

や
活
動
団
体
等
に
広
く
配
布
す
る
こ
と
に
よ

り
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
視
点
を
踏
ま
え
た
森
林
環
境

教
育
の
普
及
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
箕
面
国
有
林
を
活
用
し
て
い
る
多
く
の

活
動
団
体
や
教
育
機
関
と
と
も
に
、
森
林
Ｅ

※	

Ｅ
Ｓ
Ｄ
と
は
、「Education for Sustainable 

D
evelopm

ent

」の
略
で
、「
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。 

環
境
、
貧
困
等
の
様
々
な
地
球
規
模
の
課
題

を
自
ら
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

価
値
観
や
行
動
を
生
み
出
し
、
持
続
可
能
な

社
会
の
創
造
を
目
指
す
学
習
や
活
動
の
こ
と
。

　

森
林
環
境
教
育
（
森
林
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）

活
動
報
告
事
例
集
は
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

Ｓ
Ｄ
の
活
動
の
活
性
化
、
連
携
・
協
働
の
強

化
及
び
相
互
交
流
の
進
展
に
繋
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

活動事例報告

近畿中国森林管理局 髙野局長による開会の挨拶

パネルディスカッション

参加者同士の交流
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「ウッドデザイン賞2018」
  応募が始まります！

TOPICS

04

　「ウッドデザイン賞 2018」の応募が、6 月 20 日（水）から始まります。
　「ウッドデザイン賞」は、木の良さや価値を再発見できる製品や取組について、特に優れたものを評価し、表彰
する制度です。「木のある豊かな暮らし」が広がり、日々の生活や社会が彩られ、木材利用が進むことを目的に始
まり、今年で 4 年目を迎えます。
　同賞は、木を使って暮らしの質を高める「ライフスタイルデザイン部門」、人の心を豊かにする「ハートフルデ
ザイン部門」、地域や社会を活性化する「ソーシャルデザイン部門」の３つの部門から構成され、審査を通過した
作品に「ウッドデザイン賞」が授与されます。さらに、この中で、特に優れた作品には、「最優秀賞」、「優秀賞」、「奨
励賞」が授与されます。
　また、今年は特別賞として「木のおもてなし賞」を新設します。日本の「木の文化」の国内外への発信、来日観
光客等に向けた木のおもてなしにつながる優れた施設・空間、木製品に対して表彰します。
　応募期間は、7 月 31 日（火）までとなっております。みなさまからの、新しい「木づかい」の取組のご応募を
お待ちしております！

ウッドデザイン賞 2017 最優秀賞
ノーザンステーションゲート秋田プロジェクト

各地域で実施される展示会での展示や、コンセプトブックの製作等により
受賞作品の広報・PR を行います

問い合わせ先
ウッドデザイン賞運営事務局

メール：info2018@wooddesign.jp　URL : http://www.wooddesign.jp　Facebook : https://www.facebook.com/wooddesignaward/
※応募に関する詳細、その他各種情報は、上記 HP 及び Facebook において随時配信しております。また、過去のウッドデザイン賞受賞作品につきましても、
　上記 HP に掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

ウッドデザイン賞公式 HP ： http://www.wooddesign.jp
応募方法 : ウッドデザイン賞公式 HP より、応募者登録の上、専用フォームより応募作品をエントリー下さい。
応募期間 ：6 月 20 日（水）～ 7 月 31 日（火）　　審査費用 ： 無料

　　　  「あなたのおすすめウッドデザイン」を教えて下さい

　ウッドデザイン賞 2018 では、取組を行う団体や事業者様等自らによる応募だけでなく「こんな作品はウッドデザイ
ン賞にふさわしいのではないか」「消費者目線を持った新しい木の活用をしているのではないか」といった、みなさまが
考える建築・空間、木製品、取組などをご紹介いただき、更なるご応募につなげていきたいと思います。ウッドデザイ
ン賞公式 HP のフォームから、ぜひご紹介ください！（6 月 30 日まで）

（ただし、ご紹介頂いたもので、過去にウッドデザイン賞へ応募があったと事務局が確認したもの等については、応募対
象から外させて頂きます）

新設

応募はこちらから！
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自
然
の
恩
恵
に
感
謝
す
る

「
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
に
参
加

  

日
比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
森
と
花
の
祭

典
み
ど
り
の
感
謝
祭
」
で
は
、
合
計
五
つ
の

ス
テ
ー
ジ
に
て
、
食
や
観
光
な
ど
多
様
な
分

野
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
今
ま
で
は
式
典
の
よ
う
な
厳
格
な
場
面

へ
の
出
席
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
楽
し
い

雰
囲
気
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
芸
能

人
気
分
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
ひ

そ
か
な
喜
び
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
私
が
最
も
興
味
が
あ
っ
た
ス

テ
ー
ジ
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

す
。
外
国
語
記
事
数
国
内
Ｎ
ｏ
．１
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

メ
デ
ィ
ア
「JapanTravel

」
の
高
田
め
ぐ
み

さ
ん
と
、
国
内
Ｎ
ｏ
．１
の
英
字
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
「M

E
TR

O
P

O
LIS

」
の
ニ
ー
ル･

バ
ト

ラ
ー
さ
ん
と
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
日
本
の
緑

は
海
外
か
ら
見
て
も
魅
力
的
な
の
で
、
あ
と

は
受
け
手
が
共
感
し
や
す
い
発
信
が
大
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
合
間
に
は
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ

で
す
。
朝
は
鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
、
夜

は
か
え
る
や
虫
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

そ
う
し
た
自
然
と
い
う
も
の
は
当
た
り
前
だ

と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
私
も
そ
の
一
人
で
し

た
。

　

で
す
が
、
急
峻
な
難
所
で
の
植
樹
や
下
草

刈
り
な
ど
、
き
ち
ん
と
し
た
山
の
手
入
れ
を

し
て
き
て
く
だ
さ
る
皆
様
が
い
る
か
ら
、
普

段
は
中
腰
で
ず
っ
と
作
業
を
な
さ
っ
て
い
る

方
々
が
い
て
く
れ
る
か
ら
、
私
た
ち
の
当
た

り
前
が
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
と
知
り
ま
し
た
。

前
任
の
２
０
１
７ 

み
ど
り
の
女
神
の
野
中
葵

さ
ん
が
、“
み
ど
り
は
私
の
父
母
”
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
意
味
を
、
私
も
し
っ
か
り
と

実
感
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

ン
グ
や
森
ヨ
ガ
な
ど
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
特
に
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
子
ど
も
達
に
も
大
人
気
の

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で
、
私
も
と
っ
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
！
ち
な
み
に
私
は
普
段Y

outube

を

見
る
の
で
す
が
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
の
体
験
動
画
も
、
人
気
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
の
子
供
達
はyoutuber

の

楽
し
げ
な
様
子
か
ら
「
自
分
も
や
り
た
い
！
」

と
行
動
し
た
り
す
る
の
で
、
体
験
が
そ
の
ま

ま
動
画
に
な
る
よ
う
な
発
信
の
や
り
方
も
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

み
ど
り
の
女
神
に
な
っ
て

初
め
て
の
植
樹
体
験

　

５
月
は
国
際
生
物
多
様
性
の
日
が
あ
り
、

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
の
催
事
が
各
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
実
は
み
ど
り
の
女
神
に
選
ん
で

い
た
だ
い
て
か
ら
５
ヶ
月
目
に
し
て
、
や
っ

と
初
の
植
樹
体
験
を
し
ま
し
た
！
最
初
は
静

岡
県
の
掛
川
市
に
て
行
わ
れ
た
潮
騒
の
杜
植

樹
祭
に
参
加
し
、
海
の
近
く
で
海
岸
林
の
た

め
の
植
樹
で
す
。

　

続
い
て
、
緑
の
祭
典
“
か
な
が
わ
未
来
の

森
づ
く
り
２
０
１
８
in
は
こ
ね
”
で
は
、
対

照
的
に
山
中
で
の
植
樹
で
す
。
斜
面
で
の
作

業
や
、
他
の
植
物
の
根
っ
こ
を
ク
ワ
で
切
っ

た
り
と
、
大
変
な
作
業
で
し
た
。
植
樹
と
い

う
と
な
ん
だ
か
子
ど
も
た
ち
が
多
く
参
加
し

て
い
て
誰
で
も
出
来
る
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、

本
来
の
林
業
の
植
樹
と
は
、
こ
う
し
た
大
変

な
作
業
が
当
た
り
前
な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　

私
は
「
地
球
生
き
物
応
援
団
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

イ
ブ
大
使
」
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。
自
然
あ

ふ
れ
る
和
歌
山
県
は
、
生
物
多
様
性
の
宝
庫

みどり×食のトークショー
きのこやジビエなど森の美
味しさにわくわく

掛川の海岸林を再生させる植樹活動 箱根での植樹活動を通じ林家さんの日常に思いをはせる

みどりの
女神が行く！

竹川 智世（たけかわ ちせ）

ツリークライミング体験。この写真、日比谷公園です
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